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東京農工大学大学院における教育研究上の目的に関する規程の一部改正 

現行 改正 改正理由 

 

本則 

 

本則 

 

  

(工学府における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的) 

第2条 工学府においては柔軟な発想力と確かな知識を持ち、独

創的な「ものづくり」ができる学生及び高い倫理観と本質を見

抜く卓越した能力を有する技術者・研究者の養成を目的とし、

各専攻については、次のとおりとする。 

(工学府における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的) 

第2条 工学府においては柔軟な発想力と確かな知識を持ち、独

創的な「ものづくり」ができる学生及び高い倫理観と本質を見

抜く卓越した能力を有する技術者・研究者の養成を目的とし、

各専攻については、次のとおりとする。 

専攻

名 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

生命

工学

専攻 

最先端の生命工学の専門家として、現在社会のニーズに

即応して活動でき、新たなニーズの発掘とシーズの発見

能力に富んだ、研究者・専門家・職業人として社会の中

核で活躍できる人材を養成する。また国際性、コミュニ

ケーション能力、国内外の学会発表や論文発表ができる

能力を身につけさせる。 

応用

化学

専攻 

持続型社会の形成に貢献するべく、資源・エネルギー・

素材／材料・地球環境に関連する化学・技術的諸問題を

解決し、先導的役割を果たす高度専門的指導能力を有す

る人材の養成を目的とし、さらにはその成果をもって全

世界の平和と福祉に寄与する。 

機械

シス

テム

物理・数学及び機械工学の専門知識と応用力を身につ

け、環境と調和する Unique & Bestな機械システムの理想

像を追求し、国際社会と世界の文化に関して深い理解と

専攻名 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

生命工

学専攻 

最先端の生命工学の専門家として、現在社会のニーズ

に即応して活動でき、新たなニーズの発掘とシーズの

発見能力に富んだ、研究者・専門家・職業人として社

会の中核で活躍できる人材を養成する。また国際性、

コミュニケーション能力、国内外の学会発表や論文発

表ができる能力を身につけさせる。 

応用化

学専攻 

持続型社会の形成に貢献するべく、資源・エネルギ

ー・素材／材料・地球環境に関連する化学・技術的諸

問題を解決し、先導的役割を果たす高度専門的指導能

力を有する人材の養成を目的とし、さらにはその成果

をもって全世界の平和と福祉に寄与する。 

機械シ

ステム

工学専

攻 

物理・数学及び機械工学の専門知識と応用力を身につ

け、環境と調和するUnique & Bestな機械システムの理

想像を追求し、国際社会と世界の文化に関して深い理
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工学

専攻 

洞察ができ、豊かなコミュニケーション能力で国際的に

活躍できる人材の養成を目的とする。 

物理

シス

テム

工学

専攻 

高度な物理の基礎と専門教育により、各専門分野の研

究・開発の現状、その概念・方法を学ぶとともに高い論

理的思考能力を培い、直面する課題に対して物理学的視

点・方法から問題を発見・分析して、その解決方策を実

践的に展開させる能力を持つ人材の養成を目的とする。 

電気

電子

工学

専攻 

現代社会の根幹を支える電気電子工学の先端技術動向及

び関連する専門知識を修得させるとともに、各専門分野

の研究活動参画や企業活動への共同参画を通じて、社会

的ニーズに基づいた実践的な研究開発能力を有する、電

気電子工学技術の発展に寄与する人材を養成する。 

情報

工学

専攻 

情報工学に関する深い知識に基づき、新しい情報理論・

概念を創造し、より完成度の高いシステムを造り上げて

いく高度な能力を持つ人材の養成を目的とする。その目

的の達成のため、自らの手で研究開発を推進する実践型

教育を重要視するとともに、対外発表等を通じて学際性

や国際性を涵養する。 

電子

情報

工学

専攻 

物理学、電気電子工学、情報工学の各分野の先導的な学

識を教授し、また自立した研究者に相応しい課題発掘能

力、実践的研究能力、技術開発の展開能力、国際性と情

報発信能力、社会的ニーズに対する柔軟性などを涵養し

て、当該分野や分野横断的な未知の課題の解決に対応し

得る人材を養成する。 

産業

技術

専攻 

生命、化学、機械、情報工学の各産業分野の先鋭の科学

技術に精通し、かつ技術経営知識を活用して戦略的に研

究開発・製品開発プロジェクトの推進・管理・運営を行

解と洞察ができ、豊かなコミュニケーション能力で国

際的に活躍できる人材の養成を目的とする。 

物理シ

ステム

工学専

攻 

高度な物理の基礎と専門教育により、各専門分野の研

究・開発の現状、その概念・方法を学ぶとともに高い

論理的思考能力を培い、直面する課題に対して物理学

的視点・方法から問題を発見・分析して、その解決方

策を実践的に展開させる能力を持つ人材の養成を目的

とする。 

電気電

子工学

専攻 

現代社会の根幹を支える電気電子工学の先端技術動向

及び関連する専門知識を修得させるとともに、各専門

分野の研究活動参画や企業活動への共同参画を通じ

て、社会的ニーズに基づいた実践的な研究開発能力を

有する、電気電子工学技術の発展に寄与する人材を養

成する。 

情報工

学専攻 

情報工学に関する深い知識に基づき、新しい情報理

論・概念を創造し、より完成度の高いシステムを造り

上げていく高度な能力を持つ人材の養成を目的とす

る。その目的の達成のため、自らの手で研究開発を推

進する実践型教育を重要視するとともに、対外発表等

を通じて学際性や国際性を涵養する。 

電子情

報工学

専攻 

物理学、電気電子工学、情報工学の各分野の先導的な

学識を教授し、また自立した研究者に相応しい課題発

掘能力、実践的研究能力、技術開発の展開能力、国際

性と情報発信能力、社会的ニーズに対する柔軟性など

を涵養して、当該分野や分野横断的な未知の課題の解

決に対応し得る人材を養成する。 



3 

 

える人材及びこれら産業技術シーズを戦略的に提供し、

産業技術イノベーションを推進・展開できる技術者・研

究者・経営者の養成を目的とする。 
 

産業技

術専攻 

生命、化学、機械、情報工学の各産業分野の先鋭の科

学技術に精通し、かつ技術経営知識を活用して戦略的

に研究開発・製品開発プロジェクトの推進・管理・運

営を行える人材及びこれら産業技術シーズを戦略的に

提供し、産業技術イノベーションを推進・展開できる

技術者・研究者・経営者の養成を目的とする。 

共同サ

ステイ

ナビリ

ティ研

究専攻 

東京外国語大学、電気通信大学との共同大学院とし

て、博士後期課程3年の大学院共同教育課程を編成

し、多様な社会ニーズと高度な技術シーズを協働さ

せ、国際社会で戦力となる文理協働型人材（人類の未

来の持続的発展のために、グローバル化社会の抱える

地球的規模の課題を分野横断的な問題として捉え、他

分野の研究成果を取り入れることによってイノベーシ

ョンを生み出すことができる学際的、越境的な実務人

材）を養成することを目的とする。 
 

(農学府における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的) 

第3条 農学府は、農学、生命科学、環境科学、動物医科学分野

の諸課題の解決と持続発展可能な社会の形成に資するため、広

い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力

又はこれに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための

卓越した能力を有する人材を養成し、各専攻については、次の

とおりとする。 

(農学府における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的) 

第3条 農学府は、農学、生命科学、環境科学、動物医科学分野

の諸課題の解決と持続発展可能な社会の形成に資するため、広

い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力

又はこれに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための

卓越した能力を有する人材を養成し、各専攻については、次の

とおりとする。 

 

専攻

名 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

生物

生産

食料生産技術と環境保全の調和、持続的な生物生産の確

立、食料自給率向上や安定供給、動植物の生産機能の解

専攻

名 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

農学

専攻 

生物生産科学、応用生命化学、自然環境資源、食農情報

工学、地球社会学及び国際イノベーションの諸分野を先
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科学

専攻 

明、バイオマス利活用技術の開発等に貢献する能力を有

する、広い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。こ

の目的を達するため前記専門分野における革新的学術研

究を併せて実施する。 

共生

持続

社会

学専

攻 

人文社会科学分野において、農学諸分野の科学技術を理

解し、企画・課題遂行・調整などに卓越した能力を有す

る、広い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。この

目的を達するため共生人間学・環境社会関係学・食糧環

境経済学の専門分野における革新的学術研究を併せて実

施する。 

応用

生命

化学

専攻 

生体分子化学、生理生化学、分子生物学、環境老年学な

どの生命機能を理解し応用する専攻分野において卓越し

た能力を有する、広い視野に立つ専門家及び研究者を養

成する。この目的を達するため前記専門分野における革

新的学術研究を併せて実施する。 

生物

制御

科学

専攻 

植物、微生物、昆虫などの生物の制御及び生物間相互作

用に関する研究分野において卓越した能力を有する、広

い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。この目的を

達するため前記専門分野における革新的学術研究を併せ

て実施する。 

環境

資源

物質

科学

専攻 

環境資源物質科学分野において卓越した能力を有する、

広い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。特に資源

物質の構造解析や機能、利用技術、環境への影響・負荷

の低減化に寄与できる人材を育成する。この目的を達す

るため前記専門分野における革新的学術研究を併せて実

施する。 

導する高度な研究能力を持つ人材を養成する。この目的

を達するため前記専門分野における学術研究を併せて実

施する。 

共同

獣医

学専

攻 

獣医基礎分野、動物衛生・公衆衛生分野及び高度動物臨

床分野を先導する高度な研究能力を持つ人材を養成す

る。この目的を達するため前記専門分野における革新的

学術研究を併せて実施する。 
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物質

循環

環境

科学

専攻 

環境化学及び環境生物学分野において卓越した能力を有

する、広い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。こ

の目的を達するため前記専門分野における革新的学術研

究を併せて実施する。 

自然

環境

保全

学専

攻 

野生生物、山地・森林、都市及び人間を対象にして、自

然環境の持続的利用と保護及び回復に関わる自然環境保

全学分野において卓越した能力を有する、広い視野に立

つ専門家及び研究者を養成する。この目的を達するため

前記専門分野における革新的学術研究を併せて実施す

る。 

農業

環境

工学

専攻 

農学と工学の手法を駆使して、海外も含めた農山村地域

の発展に貢献し、持続的食料生産システムや地域環境整

備を行う農業環境工学分野において卓越した能力を有す

る、広い視野に立つ専門家及び研究者を養成する。この

目的を達するため前記専門分野における革新的学術研究

を併せて実施する。 

国際

環境

農学

専攻 

学際的な環境農学分野において、国際的視野を持ち、諸

外国の文化を理解し、国際社会において指導的立場で活

躍できる専門家及び研究者を養成する。この目的を達す

るために前記専門分野における革新的学術研究を併せて

実施する。 

共同

獣医

学専

攻 

獣医基礎分野、動物衛生・公衆衛生分野及び高度動物臨

床分野を先導する高度な研究能力を持つ人材を養成す

る。この目的を達するため前記専門分野における革新的

学術研究を併せて実施する。 
    

附 則（平成31年4月1日教規程第11号） 
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1 この規程は、平成 31年4月1日から施行する。 

2 平成31年3月31日現在在学している者については、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 


